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行 
政 

報 

告

第５回定例会
（令和６年9月）行政報告/審議結果

▼ 

農
作
物
の
生
育
状
況
等

　
に
つ
い
て

　

今
年
は
春
先
か
ら
平
均
気

温
が
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
、

ま
た
、
適
度
な
降
雨
も
あ
り
、

各
作
物
と
も
順
調
な
生
育
状

況
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
６
月
か
ら
７
月

下
旬
ま
で
、
高
温
少
雨
の
た

め
乾
燥
条
件
が
続
い
て
い
た

が
、
８
月
上
旬
に
は
前
線
の

影
響
に
よ
り
降
水
量
は
平
均

並
み
と
な
り
、
各
作
物
と
も

回
復
傾
向
と
な
っ
た
。

　

主
な
作
物
の
生
育
等
は
収

穫
作
業
が
順
調
に
終
了
し
た

秋
ま
き
小
麦
に
つ
い
て
は
、

成
熟
期
も
平
年
よ
り
早
ま
り
、

６
月
下
旬
の
降
雨
と
強
風
に

よ
り
一
部
で
倒
伏
が
み
ら
れ

た
が
、
そ
の
後
は
好
天
に
恵

ま
れ
収
穫
作
業
は
平
年
よ
り

早
く
終
了
し
て
い
る
。
10
ア

ー
ル
当
り
粗
麦
収
量
は
平
均

10.

１
俵
、
春
ま
き
小
麦
は

平
均
８.

７
俵
と
な
っ
て
お
り
、

平
均
よ
り
や
や
良
と
な
っ
た
。

補 

正 
予 
算

▼ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
３
号
）

　

既
定
予
算
に
3
億
６
７
９

６
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
92
億
４
７
９
９
万

５
千
円
と
す
る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
減

収
補
填
特
例
交
付
金
・
定
額

減
税
減
収
補
填
特
例
交
付
金
・

普
通
交
付
税
・
児
童
手
当
負

担
金
・
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
費
補
助
金
・
過
年
度

分
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
事

業
負
担
金
・
持
続
的
畑
作
生

産
体
制
確
立
緊
急
支
援
事
業

補
助
金
・
出
資
配
当
金
・
特

定
寄
付
金
・
地
方
創
生
活
用

事
業
寄
付
金
（
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
）・
前
年
度
繰
越
金
・

除
雪
機
械
購
入
事
業
・
地
域

活
性
化
交
流
施
設
整
備
事
業
・

・
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
づ
く

り
基
金
積
立
金
・
個
人
住
民

税
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

料
・
町
長
選
挙
郵
便
物
負
担

金
・
高
齢
者
世
帯
等
生
活
支

援
給
付
金
・
国
庫
道
費
負
担

金
返
還
金
（
自
立
支
援
給
付

事
業
・
障
害
者
支
援
事
業
・

子
育
て
支
援
事
業
・
育
成
医

療
費
給
付
事
業
・
養
育
医
療

費
給
付
事
業
）・
国
庫
道
費

補
助
金
返
還
金
（
子
育
て
支

援
事
業
・
保
健
予
防
事
業
）・

国
庫
道
費
委
託
金
返
還
金
（
児

童
療
育
支
援
費
）・
帯
広
厚

　

て
ん
菜
に
つ
い
て
は
茎
葉

の
生
育
は
平
年
よ
り
や
や
緩

慢
に
推
移
し
、
根
部
の
肥
大

は
平
年
並
み
で
は
あ
る
が
、

褐
斑
病
が
例
年
よ
り
早
い
発

生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
萌

芽
期
は
平
年
よ
り
や
や
早
ま

り
、
高
温
少
雨
の
た
め
茎
長

の
伸
長
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

収
穫
物
は
平
年
と
比
べ
、
上

い
も
数
が
少
な
く
、
一
個
が

重
く
、
澱
粉
価
は
平
均
並
み

と
な
っ
て
い
る
。

　

大
豆
と
小
豆
に
つ
い
て
は
、

開
花
期
は
平
年
よ
り
早
く
、

茎
長
の
伸
長
は
抑
制
さ
れ
、

生
育
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

平
年
よ
り
着
莢
数
は
多
く
な

っ
て
い
る
。

　

に
ん
に
く
に
つ
い
て
は
、

収
穫
作
業
は
７
月
上
旬
に
順

調
に
終
了
し
た
が
、
降
雪
不

足
と
凍
結
の
影
響
に
よ
り
、

収
量
は
昨
年
度
よ
り
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
飼
料
作
物
に
つ
い

て
は
、
収
穫
は
平
年
よ
り
早

く
始
ま
り
、
そ
の
後
の
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
収
穫
は
昨
年

よ
り
５
日
早
く
終
了
し
、
収

量
も
平
年
よ
り
多
く
、
良
質

な
牧
草
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
番
草
の
生
育
は

高
温
少
雨
で
推
移
し
、
収
穫

作
業
は
昨
年
よ
り
４
日
早
く

始
ま
っ
た
も
の
の
、
出
穂
、

開
花
が
早
ま
り
、
収
量
は
平

年
よ
り
少
な
め
と
な
っ
て
い

る
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ

こ
し
は
、
発
芽
は
平
年
よ
り

早
く
出
芽
揃
い
が
良
好
で
あ

り
、
雌
穂
の
登
熟
も
進
ん
で

お
り
、
糊
熟
期
は
８
月
23
日
、

黄
熟
期
は
９
月
初
旬
と
な
り
、

収
穫
期
も
早
ま
る
見
込
み
で

あ
る
。

▼ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
４
号
）

　

既
定
予
算
に
７
９
７
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
92

億
５
５
９
６
万
５
千
円
と
す

る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
廃
屋

解
体
撤
去
事
業
補
助
金
・
文

化
セ
ン
タ
ー
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー

改
修
工
事

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号)

▼ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

生
病
院
運
営
委
費
補
助
金
・

地
域
活
性
化
商
品
券
事
業
補

助
金
・
車
両
修
繕
料
（
ス
ク

ー
ル
バ
ス
）・
財
政
調
整
基

金
積
立
金
・
減
債
基
金
積
立

金
・
公
共
施
設
建
設
等
基
金

積
立
金
・
北
海
道
市
町
村
備

荒
資
金
組
合
納
付
金
な
ど

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

専 

決 

処 

分

▼ 

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
に
水
質
検
査

手
数
料
を
追
加
す
る
も
の

【
承
認
】
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第５回定例会
（令和５年9月） 審議結果

人
事
案
件山下 勇 さん

口田 靖明 さん

▼
教
育
員
会
教
育
長
の
任

命

　

山
下
勇
さ
ん
（
有
明
）
を

教
育
委
員
会
教
育
長
に
任
命

（
再
）
し
た
い
旨
の
町
長
提

案
が
あ
り
、
議
会
は
同
意
し

ま
し
た
。

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
選

任

　

口
田
靖
明
さ
ん
（
郷
愛
）

を
農
業
委
員
会
委
員
に
任
命

し
た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ

り
、
議
会
は
同
意
し
ま
し
た
。

佐藤 朱美 さん

▼
教
育
員
会
委
員
の
任
命

　

佐
藤
朱
美
さ
ん
（
有
明
）

を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命

し
た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ

り
、
議
会
は
同
意
し
ま
し
た
。

件 　　　名 提　出　者 審査委員会  委員会
結果

本会議での
結果と措置

改正食料・農業・農村基本法の
実効性確保等に関する請願

清水町農民連盟
執行委員長
高田　秀昭

総務産業 採　択 採　択
意見書を提出

義務教育費国庫負担制度堅持・
負担率２分の１への復元、「30
人以下学級」など教育予算確保・
拡充と就学保障の実現に向けた
陳情

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　佐々木　隆徳

厚生文教 採　択 採　択
意見書を提出

道教委「これからの高校づくり
に関する指針」（改定版）を見直
しすべての子どもにゆたかな学
びを保障する高校教育を求める
陳情

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　佐々木　隆徳

厚生文教 採　択 採　択
意見書を提出

　９月定例会前に受理した町民からの請願は１件、陳情２件でした。
　常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定しました。

請願・陳情審査の結果請願・陳情審査の結果

意
見
書

▼
改
正
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
実
効
性
確

保
等
に
関
す
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
２

分
の
１
へ
の
復
元
、

「
30
人
以
下
学
級
」
な

ど
教
育
予
算
確
保
・
拡

充
と
就
学
保
障
実
現
に

向
け
た
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

▼
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の

高
校
づ
く
り
に
関
す
る

指
針
」（
改
定
版
）
を

見
直
し
全
て
の
子
ど
も

に
ゆ
た
か
な
学
び
を
保

障
す
る
高
校
教
育
を
求

め
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

▼
国
土
強
靱
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】
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▼
改
正
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
実
効
性
確
保

等
に
関
す
る
意
見
書

　

改
正
基
本
法
に
基
づ
く
次

期
基
本
計
画
の
改
定
に
あ
た

っ
て
は
、
食
料
安
全
保
障
の

強
化
に
向
け
て
農
業
予
算
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
国
内

農
業
生
産
の
増
大
を
図
る
意

欲
的
な
目
標
値
を
設
定
し
、

年
一
回
の
目
標
達
成
の
状
況

調
査
・
公
表
の
み
な
ら
ず
、

未
達
成
品
目
の
実
効
性
を
確

保
す
る
具
体
的
な
施
策
を
講

ず
る
な
ど
食
料
自
給
率
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
。

適
正
な
価
格
形
成
に
つ
い

て
、
生
産
現
場
が
求
め
る
コ

ス
ト
上
昇
分
を
価
格
転
嫁
し

た
場
合
、
消
費
減
退
な
ど
を

招
く
こ
と
や
、
最
終
的
な
価

格
は
当
事
者
間
の
交
渉
に
委

ね
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
方
的
に
消
費
者
へ
負
担
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
生
産
コ

ス
ト
を
賄
え
な
い
恒
常
的
な

赤
字
分
に
つ
い
て
は
再
生
産

を
可
能
と
す
る
所
得
補
償
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
。

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
２
分

の
１
へ
の
復
元
、「
30
人
以

下
学
級
」
な
ど
教
育
予
算

確
保
・
拡
充
と
修
学
保
障

の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

国
の
責
務
で
あ
る
教
育
の

機
会
均
等
・
水
準
の
最
低
保

障
を
担
保
す
る
た
め
、
義
務

教
育
費
を
無
償
と
す
る
よ
う

求
め
る
。
少
な
く
と
も
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

堅
持
し
、
当
面
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
金
の
負
担
率
を

２
分
の
１
に
復
元
さ
れ
る
よ

う
要
請
す
る
。

　
「
30
人
以
下
学
級
」
の
早

期
実
現
に
む
け
て
、
小
学
校

１
年
生
〜
中
学
校
３
年
生
の

学
級
編
制
標
準
を
順
次
改
定

す
る
よ
う
求
め
る
。
当
面
、

中
学
・
高
校
へ
の
「
35
人
以

下
学
級
」
拡
大
を
求
め
る
。

ま
た
、
地
域
の
特
性
に
あ
っ

た
教
育
環
境
整
備
・
教
育
活

動
の
推
進
、
住
む
地
域
に
関

係
な
く
子
ど
も
た
ち
の
教
育

を
保
障
す
る
た
め
、
計
画
的

な
教
職
員
定
数
改
善
に
よ
る

▼
国
土
強
靱
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関
す

る
意
見
書

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化

対
策
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

そ
の
後
も
切
れ
目
な
く
継
続

的
・
安
定
的
に
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
、
国
土
強
靱
化

実
施
中
期
計
画
を
令
和
６
年

内
の
早
期
に
策
定
し
、
必
要

な
予
算
・
財
源
を
別
枠
で
確

保
す
る
こ
と
。

　

人
流
、
物
流
の
活
性
化
に

向
け
た
高
規
格
道
路
に
お
け

る
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
や
、
高
規
格
道
路
と
直
轄

国
道
の
連
携
に
よ
る
ダ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
暫

定
２
車
線
区
間
の
４
車
線
化

や
耐
震
補
強
等
の
機
能
強
化

な
ど
、
国
土
強
靱
化
に
資
す

る
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
を
推
進
す
る
こ

と
。

※
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　

か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
意

　

見
書
の
提
出

▼
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の

高
校
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」

（
改
定
版
）
を
見
直
し
全

て
の
子
ど
も
に
ゆ
た
か
な

学
び
を
保
障
す
る
高
校
教

育
を
求
め
る
意
見
書

　

道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高

校
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
（
改

定
版
）」
を
見
直
し
、
地
域

の
教
育
や
文
化
、
経
済
や
産

業
な
ど
地
域
の
衰
退
を
招
か

な
い
た
め
、
少
人
数
で
も
運

営
で
き
る
学
校
形
態
を
確
立

し
地
域
の
高
校
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
。

　

教
育
の
機
会
均
等
と
子
ど

も
の
学
習
権
を
保
障
す
る
た

め
、「
遠
距
離
通
学
費
等
補

助
制
度
」
の
５
年
間
の
年
限

を
撤
廃
す
る
こ
と
。

　

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
・
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
希
望
す

る
全
て
の
子
ど
も
が
地
元
の

高
校
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

後
期
中
等
教
育
を
保
障
す
る

た
め
、「
地
域
合
同
総
合
高
校
」

の
設
置
な
ど
、
豊
か
な
高
等

教
育
を
実
現
す
る
た
め
検
討

を
す
す
め
る
こ
と
。

意見書の内容（一部抜粋）意見書の内容（一部抜粋）

実
質
的
な
教
職
員
増
の
早
期

実
現
、
教
頭
・
養
護
教
諭
・

事
務
職
員
の
全
校
配
置
の
実

現
の
た
め
、
必
要
な
予
算
の

確
保
・
拡
充
を
は
か
る
よ
う

要
請
す
る
。

　

就
学
援
助
制
度
・
奨
学
金

制
度
の
更
な
る
拡
大
、
高
校

授
業
無
償
化
に
対
す
る
所
得

制
限
の
撤
廃
な
ど
、
就
学
保

障
の
充
実
に
向
け
、
国
の
責

任
に
お
い
て
予
算
の
十
分
な

確
保
、
拡
充
を
図
る
よ
う
要

請
す
る
。


